
みみ
んん
なな
でで
組組
合合
結結
成成
七七
〇〇
周周
年年
をを
祝祝
いい
、、

更更
なな
るる
飛飛
躍躍
発発
展展
をを
‼‼

二二
〇〇
一一
六六
年年
元元
旦旦

執
行
委
員
長

北

村

政

和

副
執
行
委
員
長

舩

津

栄

市

副
執
行
委
員
長

田

上

一

郎

副
執
行
委
員
長

髙

谷

義

信

副
執
行
委
員
長

里

雄
二
郎

副
執
行
委
員
長

田

中

秀

則

副
執
行
委
員
長

寺

田

孝

弘

書

記

長

石

田

哲

雄

書

記

次

長

西

平

博

之

中
央
支
部
長

内

野

幸

雄

大
浦
支
部
長

北

村

五

男

市
南
支
部
長

山

本

秀

夫

東
長
崎
支
部
長

里

澄

宏

浦
上
西
支
部
長

村

岡

広

明

浦
上
東
支
部
長

田

崎

順

一

西
彼
支
部
長

植

田

勝

次

諫
早
支
部
長

樋

口

義

雄

大
村
支
部
長

伊

藤

一

廣

島
原
支
部
長

木
之
田

隆

佐
世
保
中
央
支
部
長

塚

本

芳

美

佐
世
保
東
支
部
長

茅

原

喜
志
男

佐
世
保
北
支
部
長

小

林

健

治

北
松
支
部
長

須

藤

輝

久

平
戸
支
部
長

岡

田

眞

青

年

部

長

村

上

昌

也

主

婦

会

長

馬

場

ヒ
ロ
子

他
執
行
部
一
同

長
崎
県
建
設
産
業
労
働
組
合

長
崎
県
建
設
事
業
国
民
健
康
保
険
組
合

（
一
社
）
長
崎
県
中
小
建
設
業
協
会

長
崎
県
建
設
技
術
専
門
学
院
本
部
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

組
合
員
ご
家
族
の
皆
様
に

は
お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
、
中
国
の

株
価
が
急
落
、
成
長
が
鈍
化

し
、
中
国
経
済
に
暗
雲
が
広

が
り
、
世
界
の
経
済
に
も
少

な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
ま
し

た
。
又
、
激
化
す
る
「
イ
ス

ラ
ム
国
」
の
テ
ロ
行
為
、
中

国
、
ロ
シ
ア
の
領
有
権
問
題

等
、
そ
し
て
国
内
で
は
国
民

世
論
を
無
視
し
審
議
不
十
分

の
ま
ま
、
数
の
力
で
強
行
採

決
を
行
っ
た
安
全
保
障
法
制

（
九
月
十
九
日
、
参
議
院
で

強
硬
成
立
）、
国
民
の
反
対

は
こ
れ
ま
で
見
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
若
者
や
マ
マ
に
も
拡

散
し
、
自
ら
の
意
志
で
立
ち

上
が
り
声
を
上
げ
る
意
義
は

大
き
く
、
今
年
の
参
議
院
選

挙
で
国
民
の
意
志
が
ど
う
反

映
さ
れ
る
か
、
野
党
が
ど
う

し
っ
か
り
と
受
け
止
め
る
か
が

問
わ
れ
ま
す
。

又
、
七
〜
九
月
の
国
民
総
生

産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
改
定
値
は
年

率
一
・
〇
％
の
成
長
率
と
な
り
、

設
備
投
資
は
自
動
車
、
卸
小
売

業
、
建
設
業
関
係
が
拡
大
し
ま

し
た
が
、
個
人
消
費
は
伸
び
悩

ん
で
い
ま
す
。

経
済
優
先
の
政
治
手
法
で
、

大
企
業
は
最
大
の
内
部
留
保
金

を
有
し
て
い
ま
す
が
、
貧
富
の

格
差
は
拡
大
す
る
一
方
で
、
未

だ
に
一
般
国
民
や
中
小
零
細
企

業
に
は
景
気
回
復
の
実
感
が
湧

い
た
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

国
は
三
年
前
か
ら
、
建
設
産

業
に
お
け
る
若
年
入
職
者
の
減

少
が
、
労
働
条
件
、
単
価
賃
金
、

福
利
厚
生
、
休
日
等
の
劣
悪
な

環
境
が
原
因
と
捉
え
、
公
共
工

事
設
計
労
務
単
価
を
三
年
間
で

二
八
・
五
％
引
き
上
げ
て
き
ま

し
た
。
徐
々
に
効
果
が
出
つ
つ

も
厳
し
い
状
況
に
変
わ
り
は
あ

り
ま
せ
ん
。
昨
年
の
住
宅
着
工

数
は
前
年
比
四
・
八
％
増
の
九

十
二
万
三
千
戸
と
想
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

国
や
、
業
界
も
努
力
を
し
て

い
る
こ
の
時
期
に
こ
そ
、
単
価
、

賃
金
、
労
働
条
件
改
善
を
行
政

や
元
請
け
、
県
民
に
強
く
訴
え

理
解
を
求
め
て
い
か
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
今
回
、
清
水
建
設
が

取
引
業
者
と
の
下
請
け
契
約
に

つ
い
て
法
定
福
利
費
を
外
出
し

に
し
た
見
積
の
提
出
を
条
件
化

し
、
全
額
支
払
う
方
針
を
発
表

し
た
と
い
う
劇
的
な
ニ
ュ
ー
ス

が
舞
い
込
ん
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
を
契
機
に
全
体
的
な
取
り
組

み
に
発
展
さ
せ
て
い
か
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。

又
、
県
・
市
・
町
に
対
す
る

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

（
昨
年
一
県
、
九
市
、
一
町
で

実
施
）
の
創
設
・
継
続
・
拡
充

は
引
き
続
き
要
請
し
て
い
き
ま

す
。
更
に
、
国
保
組
合
予
算
確

保
に
向
け
た
は
が
き
要
請
行
動

は
建
設
長
崎
全
十
五
支
部
が
目

標
枚
数
の
一
〇
〇
％
以
上
を
集

約
し
、
地
元
国
会
議
員
に
強
く

要
請
し
て
き
ま
し
た
。
多
く
の

組
合
員
ご
家
族
の
皆
様
の
ご
協

力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。今

年
は
組
合
結
成
七
十
周

年
・
長
建
国
保
設
立
四
十
五
周

年
の
記
念
す
べ
き
節
目
の
年
で

す
。
組
織
を
増
勢
で
迎
え
よ
う

と
昨
年
か
ら
全
支
部
が
組
織
拡

大
に
取
り
組
み
、
十
五
支
部
中

七
支
部
が
前
期
拡
大
目
標
を
達

成
し
て
い
た
だ
き
、
五
月
末
六
、

三
〇
〇
名
を
切
っ
て
い
た
組
織

数
が
十
一
月
末
で
純
増
四
十
二

名
を
勝
ち
取
り
、
六
、
三
二
一

名
と
な
り
ま
し
た
。
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
更

な
る
飛
躍
の
為
に
、
新
加
入
者

の
紹
介
と
脱
退
防
止
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。
仕
事
確
保
、
組
織
拡

大
、
国
保
を
守
る
取
り
組
み
、

消
費
税
、
単
価
・
賃
金
、
法
定

福
利
費
、
社
保
未
加
入
、
後
継

者
育
成
、
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
、

ア
ス
ベ
ス
ト
、
原
発
再
稼
働
被

災
地
復
興
、
憲
法
改
悪
、
沖
縄

新
基
地
建
設
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
、
多

く
の
重
要
な
問
題
が
山
積
し
て

い
ま
す
。

組
合
員
皆
様
と
共
に
、
前
述

の
諸
要
求
実
現
の
為
に
全
力
で

運
動
を
推
進
し
て
参
り
た
い
と

存
じ
ま
す
の
で
、
本
年
も
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
結
び
に
、
今
年
が
組
合

員
ご
家
族
の
皆
様
方
に
と
り
ま

し
て
、
最
良
の
年
と
な
り
ま
す

よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭

の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

組合結成70周年の記念すべき年
建設産業の明るい未来を目指し、

更なる団結で組織増勢・仕事確保に邁進しよう！

執
行
委
員
長
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

2016 申
新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を

心
か
ら
お
祈
り
致
し
ま
す

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す

長
崎
県
建
設
産
業
労
働
組
合

長
崎
県
建
設
事
業
国
民
健
康
保
険
組
合

代
表

北

村

政

和

（
一
社
）
長
崎
県
中
小
建
設
業
協
会

会
長

相

川

哲

男

揺ぎない信念と団結で、飛躍、創出、再生へ！

建建設設長長崎崎結結成成70周周年年・・長長建建国国保保設設立立45周周年年

長長崎崎市市民民会会館館文文化化ホホーールル
長崎市魚の町5番1号
☎095-825-1400

1. セレモニー……12時40分～13時20分
「建設長崎職人太鼓」
「龍踊り」長崎女子高予定

2. 記念式典………13時30分～15時30分
3. 落 語…………15時40分～16時20分
「三遊亭歌之介」
鹿児島県出身 1978年に19歳で三代目・三
遊亭圓歌に入門。
昭和60年若手演芸大賞優秀二つ目賞受賞。
平成2年「さつま大使」に任命される。
落語界で活躍中。
平成3年国立演芸場花形演芸大賞金賞受賞

12時受付 12時40分開会

416
土

※経費節約の為、年賀状は送っていませんので、ご理解をお願いします。

執行委員長

北 村 政 和
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2016年
（平成28年） 年男・年女
日
々
挑
戦

年
男
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

今
年
は
仕
事
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

な
ど
、
今
ま
で
以
上
に
挑
戦
し

て
い
き
た
い
で
す
。

ま
た
、
青
年
部
活
動
に
も
積

極
的
に
参
加
し
、
縦
横
の
繋
が

り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
充
実

し
た
一
年
を
送
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

米
村

喜
一

（
東
長
崎
支
部
）

平
穏
無
事

早
い
も
の
で
、
今
年
で
七
十

二
歳
に
な
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま

だ
気
力
・
体
力
と
も
に
充
実
し

て
い
ま
す
。

今
後
も
、
日
々
健
康
管
理
に

注
意
し
、
七
十
五
歳
ま
で
は
組

合
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
こ
う

か
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
そ

れ
ま
で
は
、
組
合
活
動
に
も
出

来
る
範
囲
で
協
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

三
浦

忠
男

（
市
南
支
部
）

志
操
堅
固

不
正
・
偽
装
が
取
り
沙
汰
さ

れ
る
建
設
業
。
こ
れ
か
ら
自
分

の
考
え
が
ど
う
変
わ
る
か
は
分

か
り
ま
せ
ん
が
、
周
り
に
左
右

さ
れ
ず
そ
れ
で
い
な
が
ら
良
い

と
思
う
と
こ
ろ
は
ど
ん
ど
ん
吸

収
し
、
現
在
の
よ
う
に
自
分
に

自
信
を
持
っ
て
や
り
続
け
た
い
。

手
間
は
か
か
る
し
利
益
が
出
な

い
上
に
、
考
え
が
浅
い
と
馬
鹿

に
さ
れ
る
か
も
…
（
笑
）。

土
屋

俊

（
大
浦
支
部
）

日
々
笑
顔

今
年
で
三
十
六
歳
、
左
官
を

始
め
て
十
八
年
。
沢
山
の
方
に

助
け
ら
れ
お
世
話
に
な
り
な
が

ら
こ
れ
ま
で
頑
張
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
周
り
の
皆
さ

ん
と
関
わ
り
、
感
謝
し
な
が
ら
、

仕
事
を
第
一
に
、
報
恩
謝
徳

日
々
笑
顔
で
過
ご
せ
る
よ
う
に
、

ま
た
、
実
り
の
あ
る
年
に
な
る

よ
う
努
力
し
た
い
。

山
口
大
志
郎

（
中
央
支
部
）

健
康
第
一

今
年
で
六
回
目
の
年
男
を
迎

え
ま
す
。

健
康
に
は
十
分
に
注
意
し
な

が
ら
、
仕
事
面
に
つ
い
て
も
、

も
う
一
頑
張
り
し
て
、
後
輩
に

引
き
継
い
で
い
け
た
ら
な
ぁ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

平
出

壽
夫

（
浦
上
西
支
部
）

猿
突
猛
進

早
い
も
の
で
今
年
で
還
暦
、

ま
た
組
合
加
入
三
十
五
年
目
を

迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

人
生
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
、

大
好
き
な
バ
イ
ク
の
ツ
ー
リ
ン

グ
や
孫
達
の
成
長
を
楽
し
み
な

が
ら
、
仕
事
や
組
合
活
動
に
ア

ク
セ
ル
全
開
で
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

緒
方

末
広

（
大
村
支
部
）

日
々
前
進

毎
年
の
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、

師
走
に
入
る
と
来
年
こ
そ
頑
張

ら
ん
ば
、
何
を
ど
う
し
よ
う
と

具
体
的
な
こ
と
は
考
え
つ
か
な

い
ま
ま
、
そ
の
時
々
の
お
客
様

に
助
け
て
頂
き
な
が
ら
暮
ら
し

て
来
ま
し
た
。

大
き
な
変
化
は
な
い
と
思
い

ま
す
が
、
私
と
し
て
は
、
昨
年

よ
り
は
と
い
う
気
持
ち
で
頑
張

り
ま
す
。

小
山

愿
理

（
佐
世
保
北
支
部
）

歳
月
不
待

早
い
も
の
で
、
ま
た
年
男
を

迎
え
ま
す
。

今
年
一
年
、
様
々
な
こ
と
が

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
一
日
一

日
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
健
康

に
も
気
を
配
り
、
仕
事
と
組
合

活
動
に
尽
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

藤
原

信
幸

（
浦
上
東
支
部
）

安
穏
無
事

早
い
も
の
で
、
今
年
で
六
度

目
の
年
男
を
迎
え
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
仕
事
に
も
恵

ま
れ
、
ケ
ガ
も
病
気
も
な
く
元

気
に
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
気
を
付

け
、
家
族
や
従
業
員
が
毎
日
を

平
穏
無
事
に
過
ご
せ
る
こ
と
を

願
い
、
仕
事
に
励
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

本
田

岩
勝

（
島
原
支
部
）

日
々
精
進

私
も
や
っ
と
六
十
歳
に
な
れ

ま
し
た
。
三
回
目
の
成
人
で
す
。

景
気
が
上
向
き
と
世
間
は

言
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ

地
方
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て
今
の

仕
事
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

小
川

憲
人

（
北
松
支
部
）

一
生
青
春

今
年
で
還
暦
を
迎
え
ま
す
。

で
も
、
い
つ
ま
で
も
若
者
の
気

持
ち
で
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り

ま
す
。

ま
た
、
娘
の
千
鶴
は
バ
レ
ー

の
日
本
代
表
選
手
で
す
。
今
年

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ブ
ラ
ジ
ル

大
会
に
、
是
非
、
応
援
に
行
き

た
い
の
で
、
特
に
健
康
に
気
を

付
け
た
い
で
す
。

古
藤

明
義

（
西
彼
支
部
）

承
前
啓
後

今
年
、
節
目
の
年
を
迎
え
、

昨
年
は
初
孫
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
残
り
の
人
生
、
次
世

代
の
技
術
者
と
な
る
若
者
た
ち

に
今
ま
で
蓄
積
し
た
経
験
や
技

術
を
伝
承
し
、
少
し
で
も
仕
事

の
楽
し
さ
を
教
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
社
会
貢

献
活
動
や
、
妻
と
の
時
間
を
大

事
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
で
す
。

川
原

清
俊

（
佐
世
保
中
央
支
部
）

老
成
円
熟

今
日
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
、

元
気
で
楽
し
く
や
っ
て
こ
ら
れ

た
事
に
心
か
ら
感
謝
し
、
こ
れ

か
ら
も
一
日
一
日
を
大
切
に
し

て
い
き
た
い
で
す
。

そ
し
て
、
私
な
り
に
建
設
業

界
の
発
展
の
た
め
、
こ
の
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
の
知
的
財
産
を
も

と
に
、
地
域
社
会
の
活
性
化
に

微
力
な
が
ら
貢
献
し
て
い
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

大
浦

広
己

（
平
戸
支
部
）

日
々
勉
強

早
い
も
の
で
、
今
年
還
暦
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
仕
事

面
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
日
々
勉

強
し
な
が
ら
、
自
分
で
判
断
し

て
動
く
こ
と
。
そ
し
て
、
組
合

活
動
を
通
じ
て
、
人
と
人
と
の

出
会
い
や
仲
間
と
の
繋
が
り
を

大
切
に
し
、
今
後
も
元
気
に
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

上
町

三
男

（
諫
早
支
部
）

無
病
息
災

私
に
と
っ
て
、
あ
っ
と
い
う

間
の
六
十
年
。

こ
れ
か
ら
は
無
理
を
せ
ず
、

自
分
の
時
間
を
大
事
に
し
て
、

十
年
ご
と
の
節
目
を
健
康
で
迎

え
ら
れ
る
よ
う
に
、
過
ご
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

迎

農
志
雄

（
佐
世
保
東
支
部
）

一
所
懸
命

早
い
も
の
で
、
書
記
局
に
入

り
、
十
一
年
目
に
入
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
本
当
に
沢
山
の

方
々
に
応
援
し
て
頂
き
、
今
日

ま
で
頑
張
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。そ

の
方
々
に
、
少
し
で
も
恩

返
し
す
る
た
め
に
も
、
こ
れ
か

ら
も
一
所
懸
命
を
モ
ッ
ト
ー
に

頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

森

一
公

（
書
記
局
）
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住住
宅宅
省
エ
ネ
施
工
技
術
講
習
開
催

国
が
「
平
成
三
十
二
年
度
ま

で
に
適
合
率
一
〇
〇
％
を
め
ざ

す
」
と
し
て
い
る
住
宅
の
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
施
工
技
術
講
習
会
が

十
一
月
二
十
九
日
㈰
に
建
設
技

能
会
館
（
組
合
本
部
）
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

講
習
会
は
午
前
九
時
三
十
分

か
ら
行
わ
れ
、
建
設
長
崎
の
組

合
員
な
ど
建
築
に
携
わ
る
施
工

者
や
設
計
者
な
ど
二
十
九
名
が

出
席
。
長
崎
県
ゆ
と
り
あ
る
住

ま
い
づ
く
り
推
進
協
議
会
が
主

催
し
、
講
師
と
し
て
中
小
建
設

業
協
会
の
平
出
氏
と
建
築
士
事

務
所
協
会
の
林
田
氏
が
テ
キ
ス

ト
に
沿
っ
て
説
明
を
行
い
ま

し
た
。
午
前
中
は
「
建
築
に

よ
る
省
エ
ネ
化
」
や
「
断
熱

設
計
」
等
に
つ
い
て
の
基
本

編
と
施
工
編
を
学
習
。
午
後

か
ら
は
「
断
熱
リ
フ
ォ
ー

ム
」や「
関
連
基
準
と
制
度
」

な
ど
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
Ｄ

Ｖ
Ｄ
や
住
宅
の
模
型
を
使
っ

て
の
講
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
三
十
分
の
修
了
考
査

が
あ
り
、
後
日
修
了
証
が
発

行
さ
れ
ま
す
（
別
途
申
込
み
が

必
要
）。

諸
要
求
実
現
に
向
け

賃
金
・
単
価
引
き
上
げ

予
算
要
求
中
央
総
決
起
大
会

十
一
月
十
九
日
、
全
建
総
連
賃
金
・
単
価
引
き
上
げ
予
算
要
求
中

央
総
決
起
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
日
比
谷
公
園
大
音
楽

堂
（
第
二
会
場
は
日
比
谷
公
会
堂
）
で
、
朝
か
ら
冷
た
い
雨
が
降
り

し
き
る
中
、
全
国
四
十
九
県
連
・
組
合
か
ら
五
、
三
〇
〇
名
の
仲
間

が
集
結
。
建
設
長
崎
か
ら
も
四
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
主
催
者
挨
拶
に
立
っ

た
全
建
総
連
三
浦
一
男
中
央
執

行
委
員
長
は
、「
本
日
は
、
賃

金
引
上
げ
を
は
じ
め
法
定
福
利

費
が
現
場
の
仲
間
た
ち
に
行
き

わ
た
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
建

設
国
保
補
助
金
の
現
行
水
準
確

保
、
建
設
労
働
者
の
仕
事
と
暮

ら
し
を
守
り
人
が
育
つ
建
設
産

業
に
変
え
て
い
く
予
算
確
保
の

た
め
の
決
起
大
会
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
設
計
労
務
単
価
の
引
き

上
げ
な
ど
様
々
な
建
設
技
能
労

働
者
の
待
遇
改
善
策
が
講
じ
ら

れ
て
は
い
る
が
、
我
々
の
賃
金

単
価
は
上
が
っ
て
い
な
い
。
よ

り
一
層
の
運
動
と
取
り
組
み
が

必
要
。
そ
し
て
、
建
設
国
保
を

は
じ
め
建
設
技
能
労
働
者
の
技

能
向
上
、
生
活
安
定
の
た
め
の

諸
要
求
実
現
に
向
け
た
予
算
要

求
に
つ
い
て
年
末
に
か
け
て
全

国
の
仲
間
の
団
結
で
予
算
確
保

に
全
力
で
頑
張
ろ
う
。」
と
訴

え
ま
し
た
。

ま
た
、
来
賓
と
し
て
出
席
の

政
党
代
表
（
自
民
・
民
主
・
公

明
・
維
新
・
共
産
・
生
活
・
社

民
）
よ
り
諸
要
求
実
現
に
向
け

て
全
力
で
頑
張
る
力
強
い
決
意

と
連
帯
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

基
調
報
告
で
勝
野
全
建
総
連

書
記
長
は
、「
厚
労
省

は
財
務
省
に
対
し
て
国

保
組
合
関
連
分
予
算
と

し
て
二
、
九
九
七
億
円

九
千
万
円
を
要
求
。
こ

れ
は
七
月
の
全
国
一
三

三
万
六
、
五
四
〇
枚
の

ハ
ガ
キ
要
請
、
更
に
は

地
元
国
会
議
員
へ
の
要

請
行
動
の
成
果
だ
。
十

二
月
の
予
算
編
成
に
向

け
て
ハ
ガ
キ
要
請
行
動

と
議
員
要
請
に
つ
い
て

昨
年
以
上
の
取
り
組
み
を
お
願

い
し
た
い
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
代
表
団
に
よ
る
各

省
庁
へ
の
要
請
行
動
、
参
加
者

に
よ
る
東
京
駅
周
辺
ま
で
の
デ

モ
行
進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
十
二
月
二
日
に

中
央
行
動
（
各
省
庁
交
渉
と
議

員
要
請
行
動
）
が
あ
り
、
建
設

長
崎
か
ら
も
代
表
が
二
名
参
加

し
全
国
の
仲
間
と
と
も
に
行
動

し
ま
し
た
。

地
元
国
会
議
員
に
も
要
請

大
会
開
催
に
先
立
ち
地
元
選

出
の
左
記
国
会
議
員
に
対
し
て

要
請
行
動
を
行
い
ま
し
た
。（
敬

称
略
）

【
衆
議
院
議
員
】

冨
岡

勉
・
加
藤

寛
治

谷
川

弥
一
・
北
村

誠
吾

髙
木

義
明

【
参
議
院
議
員
】

金
子
原
二
郎

地
域
に
浸
透
、住
宅
相
談
も
あ
り

佐
世
保
東
支
部
で
は
無
料
包

丁
研
ぎ
を
十
一
月
二
十
九
日
㈰

に
「
わ
く
わ
く
ふ
れ
あ
い
市
」

で
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
肌
寒
い
中
、
受
付
開

始
時
間
前
に
も
関
わ
ら
ず
、
待

ち
き
れ
な
い
お
客
さ
ん
が
次
々

に
訪
れ
、
研
ぎ
手
の
組
合
員
さ

ん
達
も
慌
た
だ
し
く
準
備
を
す

ま
せ
包
丁
を
研
ぎ
上
げ
て
い
き

ま
し
た
。
今
年
は
包
丁
の
受
付

の
数
が
例
年
よ
り
も
多
か
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
お
昼
を
過
ぎ
て

も
、
研
ぎ
手
の
手
は
休
む
こ
と

な
く
、
綺
麗
に
仕
上
げ
ら
れ
て

い
き
ま
し
た
。

今
回
で
通
算
四
回
目
と
な
り
、

初
め
て
改
修
工
事
の
具
体
的
な

相
談
も
あ
り
、
地
域
の
皆
様
に

建
設
長
崎
の
住
宅
デ
ー
（
包
丁

研
ぎ
）
が
浸
透
し
て
き
た
よ
う

に
感
じ
ま
す
。

住
宅
デ
ー
終
了
後
は
、
主
婦

会
の
皆
さ
ん
が
準
備
し
て
下

さ
っ
た
、
熱
々
の
豚
汁
と
お
に

ぎ
り
が
お
腹
を
満
た
す
と
共
に
、

冷
え
切
っ
た
体
を
温
め
く
れ
ま

し
た
。
非
常
に
寒
い
中
ご
協
力

頂
い
た
組
合
員
、
主
婦
会
の
皆

様
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

（
丸
田
政
洋
）

長
崎
県
技
能
士
大
会

本
田
英
樹
さ
ん「
す
ぐ
れ
た
技
能
者
」と
し
て
知
事
表
彰
受
賞

第
四
十
四
回
長
崎
県
技
能
士

大
会
が
十
一
月
十
九
日
、
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
長
崎
に
て
開
催
。
県

民
に
技
能
尊
重
の
機
運
を
高
め
、

技
能
者
の
経
済
的
社
会
的
地
位

向
上
を
め
ざ
す
た
め
、
職
業
能

力
開
発
月
間
（
十
一

月
）
に
合
せ
て
毎
年

開
催
。
大
会
は
、
長

崎
県
、
県
職
業
能
力

開
発
協
会
、
県
技
能

士
会
連
合
会
の
主
催

で
行
わ
れ
、
知
事
が

「
活
力
あ
る
経
済
社

会
の
実
現
の
た
め
に

は
、
職
業
能
力
開
発

の
必
要
性
は
益
々
高

ま
る
。
技
能
が
尊
重

さ
れ
評
価
さ
れ
る
社

会
の
実
現
に
向
け
て
、

ご
尽
力
願
い
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。

午
後
二
時
か
ら
行
わ
れ
た
県

技
能
士
大
会
で
は
、
各
種
表
彰

が
あ
り
「
す
ぐ
れ
た
技
能
者
」

と
し
て
本
田
英
樹
さ
ん
（
型
枠

組
合
・
佐
世
保
中
央
支
部
）
が

知
事
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
平
成
二
十
七
年
度
前
期

技
能
検
定
の
一
級
技
能
士
合
格

者
九
十
名
、
二
級
技
能
士
一
五

三
名
、
三
級
技
能
士
一
一
七
名

に
合
格
証
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
終
了
後
に
長
崎
技
能
士

会
に
よ
る
忘
年
会
と
受
賞
祝
賀

会
が
同
会
場
で
行
わ
れ
、
相
川

会
長
か
ら
受
賞
者
へ
記
念
品
が

手
渡
さ
れ
、
会
員
の
皆
さ
ん
と

懇
談
を
深
め
ま
し
た
。

〈
参
加
者
〉

（
敬
称
略
）

茅
原
喜
志
男

長
島

則
行

小
谷

守

天
羽

靖
雄

迎

稔

丸
田

勉

坂
本

昇

倉
富

辰
美

田
川

文
雄

富
永

幸
雄

丸
田

政
洋

迎

良
則

迎

良
子

倉
富
美
智
子

茅
原

雪
江

田
川
フ
ジ
子

田
中

光
子

都
市

秋
子

住宅デー佐世保東支部

組合員等29名が受講

建
設
長
崎
か
ら
は
舩
津
副
委
員
長
、

田
中
副
委
員
長
、
内
野
支
部
長
、

佐
藤
常
務
の
四
名
が
参
加
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リ
フ
ォ
ー
ム

市
場
の
現
状

七
十
年
代
に
は
百
八
十
万
戸

を
超
え
て
い
た
新
設
住
宅
着
工

戸
数
も
、
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
な
ど
の
社
会
情
勢
に
よ
り
、

二
〇
一
四
年
で
は
八
十
八
万
戸

に
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
リ
フ
ォ
ー
ム
市
場

は
国
が
平
成
三
十
二
年
ま
で
に

二
十
兆
円
ま
で
倍
増
さ
せ
る
と

い
う
産
業
政
策
を
掲
げ
て
お
り
、

中
古
住
宅
を
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・

リ
フ
ォ
ー
ム
し
、
長
く
住
み
続

け
て
貰
う
た
め
の
制
度
を
次
々

と
整
備
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

昨
今
は
、
建
設
業
へ
の
参
入

価
値
が
あ
る
と
見
て
、
ヤ
マ
ダ

電
機
な
ど
の
大
手
家
電
量
販
店

や
ア
マ
ゾ
ン
な
ど
の
大
手
ネ
ッ

ト
通
販
会
社
な
ど
が
次
々
と
リ

フ
ォ
ー
ム
部
門
を
立
ち
上
げ
て

お
り
、
私
た
ち
の
職
域
で
あ
る

リ
フ
ォ
ー
ム
市
場
が
奪
わ
れ
か

ね
な
い
状
況
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。中

小
工
務
店
の

危
機

国
交
省
は
、
今
後
も
市
場
の

拡
大
が
見
込
ま
れ
る
リ
フ
ォ
ー

ム
分
野
に
お
い
て
、
消
費
者
が

安
心
し
て
リ
フ
ォ
ー
ム
を
任
せ

る
こ
と
が
出
来
る
優
良
な
事
業

者
と
し
て
国
が
認
定
を
す
る

「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
団

体
登
録
制
度
」
が
昨
年
九
月
に

創
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
一
定
の
条
件

を
満
た
し
た
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業

者
を
会
員
と
す
る
団
体
を
国
が

認
定
し
、
団
体
を
通
じ
て
法
令

順
守
や
技
術
向
上
の
た
め
の
定

期
的
な
研
修
を
行
わ
せ
る
こ
と

で
、
こ
の
よ
う
な
会
員
は
優
良

な
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
で
す
と

認
め
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。た

だ
し
、
国
か
ら
こ
の
事
業

者
団
体
の
認
定
を
受
け
る
た
め

の
条
件
は
、
大
手
の
業
者
が
加

入
す
る
団
体
に
と
っ
て
は
有
利

な
内
容
に
な
っ
て
お
り
、
私
た

ち
の
よ
う
な
小
さ
な
工
務
店
が

大
手
の
工
務
店
に
リ
フ
ォ
ー
ム

の
職
域
を
根
こ
そ
ぎ
奪
わ
れ
る

危
険
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
制
度
が
、
宅
建

協
会
の
宅
建
君
の
よ
う
に
社
会

的
に
消
費
者
に
認
知
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
と
、
消
費
者
が
リ

フ
ォ
ー
ム
業
者
を
選
ぶ
際
に
、

こ
の
国
か
ら
認
定
さ
れ
た
リ

フ
ォ
ー
ム
業
者
に
し
か
使
用
が

認
め
ら
れ
て
い
な
い
ロ
ゴ
マ
ー

ク
が
あ
る
業
者
を
選
ぶ
よ
う
に

な
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す
。

全
リ
協
の
設
立

こ
う
し
た
情
勢
の
中
、
全
建

総
連
は
、
仲
間
の
リ
フ
ォ
ー
ム

の
職
域
を
守
る
た
め
に
、
リ

フ
ォ
ー
ム
事
業
者
団
体
登
録
制

度
に
対
応
す
る
団
体
と
し
て

「
一
般
社
団
法
人
全
建
総
連
リ

フ
ォ
ー
ム
協
会
」
を
今
年
の
四

月
に
設
立
し
ま
し
た
。

仲
間
の
多
く
が
大
々
的
な
広

告
を
出
す
だ
け
の
余
裕
は
な
く
、

情
報
発
信
力
に
弱
点
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
特
に
、
存
在
ア
ピ
ー

ル
の
分
野
に
も
力
を
入
れ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

信
頼
さ
れ
る

業
者
へ

常
に
消
費
者
の
立
場
と
目
線

に
立
っ
た
地
域
に
密
着
し
た
業

者
と
し
て
、
実
際
の
工
事
施
工

に
は
、
工
事
内
容
・
価
格
・
ア

フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
消
費

者
に
と
っ
て
よ
く
わ
か
り
、
よ

く
見
え
る
よ
う
に
努
力
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、

そ
う
し
た
こ
と
の
積
み
重
ね
が
、

消
費
者
か
ら
信
頼
さ
れ
、
選
ば

れ
る
業
者
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

全
リ
協
は
、
登
録
さ
れ
た
会

員
の
み
ん
な
が
、
適
切
な
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
を
行
い
、
消
費

者
か
ら
信
頼
さ
れ
選
ば
れ
る
業

者
と
な
り
、
そ
し
て
、
そ
の
よ

う
な
会
員
の
存
在
を
広
く
情
報

発
信
し
、
会
員
の
仕
事
確
保
に

繋
げ
て
い
く
た
め
に
、
設
立
さ

れ
た
団
体
で
す
。

全
リ
協
加
入
の

四
大
メ
リ
ッ
ト

全
リ
協
の
会
員
の
最
大
の
メ

リ
ッ
ト
は
①
国
が
公
認
す
る
団

体
の
会
員
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
商
標
登
録
さ
れ
た
ロ
ゴ
マ
ー

ク
が
使
用
出
来
る
よ
う
に
な
る

こ
と
で
す
。
ま
た
、
②
消
費
者

と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
ク
レ
ー
マ
ー

か
ら
不
当
な
要
求
を
受
け
な
い

た
め
の
業
務
マ
ナ
ー
や
的
確
な

見
積
も
り
・
契
約
・
適
切
な
工

事
・
技
術
力
向
上
に
つ
い
て
、

定
期
的
に
学
習
し
、
経
営
力
強

化
・
技
術
向
上
が
図
れ
る
こ
と
、

③
リ
フ
ォ
ー
ム
に
関
す
る
様
々

な
情
報
を
団
体
よ
り
受
け
ら
れ
、

仕
事
に
役
立
て
ら
れ
る
こ
と
、

④
団
体
の
発
展
に
よ
り
会
員
特

典
（
リ
フ
ォ
ー
ム
瑕
疵
担
保
履

行
保
険
の
保
険
料
割
引
・
リ

フ
ォ
ー
ム
ロ
ー
ン
の
金
利
優
遇

な
ど
を
検
討
）
の
可
能
性
が
広

が
る
な
ど
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

入
会
す
る
に
は

入
会
す
る
に
は
、
年
会
費
が

一
万
円
で
す
。
ま
た
、
建
設
業

許
可
業
者
又
は
建
築
士
・
建
築

施
工
管
理
技
士
が
い
る
業
者
、

国
交
省
が
定
め
る
一
定
の
有
資

格
者
が
い
る
業
者
な
ど
の
条
件

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

随
時
、
説
明
会
を
行
っ
て
い

き
ま
す
の
で
、
是
非
、
出
席
さ

れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

住宅リフォーム事業者団体
登録制度についてリフォーム業者の皆さまへ

一般社団法人全建総連リフォーム協会（全リ協）の組織体制

会員のメリット
メリット 3
団体の発展により、企業・団
体との交渉次第で会員として
受けられる特典（リフォーム
瑕疵保険の保険料割引、リ
フォームローンの金利優遇、
資材の割引購入等）の可能性
が広がる

等々の支援が受けられます。

国土交通省に団体登録されれば
国が公認する団体の会員であるとロゴマークを使用して 営業 ・ PR できる

メリット 2
リフォームに関するさまざま
な情報を団体より受けられ、
仕事に役立てることができる。

メリット 1
業務マナーや的確な見積・契
約、適切な工事、技術力向上
と経営強化等について定期的
に学習し、技術向上できる。

重 要

国の認定を
受けている団体なら
安心してまかせ
られそう…

毎月1回15日発行 2016年（平成28年）1月15日発行建 設 長 崎第607号 （1974年5月30日 第3種郵便物認可）5�
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◇国民年金、厚生年金の資格取得・確認、給付を受け
る際の手続き
◇雇用保険、労災保険の資格取得・確認、給付を受け
る際の手続き
◇健康保険資格取得・確認、給付を受ける際の手続き
◇介護保険資格取得・確認、給付を受ける際の手続き
◇児童扶養手当の手続き
◇生活保護の手続き

◇税務当局に提出する確定申告書、届出書、調書等に記載。
当局の内部事務全般

年金分野

労働分野

医療・
福祉分野

税 分 野

社
会
保
障
分
野

何に利用されるか（利用
範囲外ではないか）を
しっかり確認したうえで
記載しましょう。

1枚で番号・身元の確認可能

番号確認は出来ますが、身元確認が出
来ない為、免許証など顔写真入りの公
的証明書が必要となります。

□顔写真入りの個人番号カードの場合
申請することで交付される任意の個
人認証カード（※詳細は紙面右上）

□通知カードの場合
全国民へ昨年末までに送付されてい
る個人番号が記載されたカード
（※詳細は紙面右上）

マイナンバーとは、国民一人に一つ与えられる12桁の番号の
ことです。
またこれに関する制度をマイナンバー制度と言い、原則として、一度
指定された番号は生涯変わりません。
マイナンバーは現在、社会保障と税の分野だけでしか利用が出来ない
とされており、それ以外の分野での利用は禁止されています。私たちは
番号が不正に利用されない様に利用範囲外での番号の記載は絶対しない
事。そして、番号をむやみに他人に教えたり、見せたりしない。また事
業者においては取得した番号を紛失しないなど情報漏えい防止を図る必
要があります。

国は行政機関や地方公共団体などの、社会保障、税の分野で保有する
個人情報とマイナンバーとを紐づけすることにより効率的に情報の管理
を行い、さらに、同一の者に関する情報を他の機関との間で迅速・確実
にやりとりすることにより「国民にとって利便性の高い公平・公正な社
会を実現する」としています。
また今後の社会保障、税の分野以外への利用範囲拡大の議論を進めて
いますが、多くの情報が国によって管理されることは、情報漏えいによ
る不正利用の危険性が増大するだけでなく、国による国民一人一人の監
理・監視にもつながることになります。
組合では、全建総連とともに、必要のない利用範囲の拡大には今後も
反対をしていきます。

①マイナンバーの利用範囲（法第9条の概要）

②いつ利用（記載）するのか。（全ての方）
上記の利用範囲において、各種申請・手続
きを行う際に記載を求められた時。
また、勤務先から提出を求められた時など。

③事業者がやらなければいけないこと
雇用者がいる場合は、社会保障・税に関する書類を作成する場合にマイナン
バーが必要なため、従業員からマイナンバーの提出をしてもらう。

他人のマイナンバーを収集する必要があるのは雇用者がいる事業者のみ。
雇用者がいない事業者、一人親方、個人（労働者）は他人のマイナンバー
の収集の必要はありません。

◎マイナンバー対応が必要な事業者が最低限対応すべきこと
□社会保障・税関係以外でマイナンバーを収集・保管・利用しない（大前提）。
□誰の、また、何の事務にマイナンバーが必要になるかを事前に確認する。
□担当者を決め、担当者以外にマイナンバー関係事務を行わないようにする。
□マイナンバーを収集する際には本人確認を行う。
□マイナンバー記載書類は鍵のかかる書庫などで保管する。
□マイナンバーを取り扱うパソコンやデータファイルにはパスワードを設定する。
□保存の必要なくなった書類やデータは破棄、消去する。
最も大切なのは個人情報について「適切に取得し」「適切に管理す
る（漏えいさせない）」「紛失しない」ということ！
「紛失対策（鍵やパスワードなど）」ができていれば十分

④本人確認について
マイナンバーを記載した書類を提出する場合、また事業者が雇用者よりマイナ
ンバーを取得する場合は、本人確認が必要です。

◎本人確認 ＝ 番号の確認 ＋ 身元の確認 です。

⑤罰則について
不正な方法でマイナンバー・個人情報を取得したり、正当な理由なく提供する
など違法行為があれば、懲役（最高4年）や罰金（最高200万円）がかせられます。

マイナンバーを記載しないことへの罰則はありません。
※確定申告や各種申請手続きなどの際のマイナンバー記載は任意であり、記載し
なくても、不利益を被ったり罰則を受けることはありません。

2016年1月より、社会保障・税分野において
マイナンバーの利用がスタートしました

○通知カードと個人番号カードについて
個人番号カード

○個人番号、氏名、住所、生年月日、
性別を記載したプラスチック製の
IC カード
○顔写真あり
○申請書に顔写真を添えて市区町村
に申請することにより交付
受取は原則本人のみ
○取得は任意
○手数料無料
○有効期限 20歳以上 10年

20歳未満 5年
○身分証明書としての利用
○個人番号の確認が必要な場合で利
用
（就職、転職、出産育児、病気、
年金受給、災害等）

○市町村、都道府県、行政機関等に
よる付加サービスの利用
○電子証明書による民間部門を含め
た電子申請・取引等における利用

住所、氏名等の記載内容に変更がある時は、14日以内に市区町村
に変更を申請

通知カード

○個人番号、氏名、住所、
生年月日、性別を記載し
た紙製のカード

○顔写真なし
○申請不要。全国民に郵送
で送付されています

○手数料なし
紛失による再交付500円

○有効期限なし

○個人番号カードの交付を
受けるまでの間、行政機
関の窓口等で個人番号の
提供を求められた際に利
用
（本人確認の為には通知
カードの他に運転免許
証などの身分証明証の
提示が必要）

様

式

作
成
・
交
付

利

便

性

変
更

マイナンバーは現在のところ社会保障と税に
関する書類だけにしか利用できません！

つまり、工事契約書や請負書、外注先への支払へのマイナ
ンバーの記載は必要なく、施主や外注先からマイナンバー
を取得する必要もありません。（取得してはいけません）
また、住宅の賃貸においてもマイナンバーは必要ありませ
ん。
但し、借主が法人や個人でも不動産業者の場合は法定調書
を作成する必要がありますので、貸主のマイナンバーを取
得しなければいけません。

☆法人番号について
マイナンバー法では法人にも13桁の番号が割り当てられてお
り、法人が作成する社会保障や税の書類に法人番号を記載する
ことになります。
なお個人事業者が作成する書類に関しては個人のマイナン
バーで対応することになります。
また法人番号はインターネットで公開されていますので、安
全管理措置等を講ずる必要はありません。

（1974年5月30日 第3種郵便物認可） 第607号 6�建 設 長 崎毎月1回15日発行 2016年（平成28年）1月15日発行



長
建
国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
出
に

ご
協
力
を
下
さ
い

平
成
二
十
八
年
一
月
か
ら
国
民

健
康
保
険
の
手
続
き
に
は
個
人

番
号
が
必
要
で
す
。

平
成
二
十
八
年
一
月
か
ら
番

号
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。
国
民

一
人
一
人
に
固
有
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
（
十
二
桁
の
個
人
番
号
）

が
通
知
さ
れ
ま
す
。
今
後
、
国

民
健
康
保
険
の
手
続
き
の
際
、

こ
の
個
人
番
号
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
届
き
ま
し
た
通
知
カ
ー

ド
は
大
切
に
保
管
し
て
お
い
て

下
さ
い
。

個
人
番
号
の
提
供
・
登
録
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

番
号
制
度
で
は
、
個
人
番
号

を
利
用
す
る
事
で
国
民
健
康
保

険
等
の
手
続
き
が
従
来
よ
り
も

簡
素
化
さ
れ
ま
す
（
手
続
き
の

簡
素
化
は
平
成
二
十
九
年
七
月

か
ら
を
予
定
）。
そ
の
為
に
、

事
前
に
皆
様
の
個
人
番
号
を
組

合
へ
ご
提
供
頂
く
事
で
円
滑
に

事
務
処
理
等
を
進
め
る
事
が
出

来
ま
す
。

尚
、
組
合
へ
個
人
番
号
を
ご

提
供
頂
く
際
に
は
、
本
人
確
認

の
為
運
転
免
許
証
等
、
ご
本
人

の
顔
写
真
付
の
証
明
書
等
が
必

要
に
な
り
ま
す
。こ
の
事
は
、他

人
へ
の
成
り
す
ま
し
や
不
正
使

用
の
防
止
対
策
と
し
て
正
確
性

と
安
全
性
を
確
保
す
る
為
、
番

号
法
で
定
め
ら
れ
た
確
認
措
置

で
あ
り
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

個
人
番
号
ご
提
供
の
際
に
は
、

次
の
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
の
書

類
を
組
合
へ
お
持
ち
下
さ
い
。

①
「
通
知
カ
ー
ド
」
と
「
左
記

ア
〜
ク
の
い
ず
れ
か
の
書
類
」

ア
、
運
転
免
許
証

イ
、
パ
ス
ポ
ー
ト

ウ
、
身
体
障
害
者
手
帳

エ
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
オ
、
療
養
手
帳

カ
、
在
留
カ
ー
ド

キ
、
特
別
永
住
証
明
書
等

ク
、
官
公
署
が
発
行
す
る
書
類

（
顔
写
真
付
）

②
「
個
人
番
号
が
記
載
さ
れ
た

住
民
謄
本
」
と
「
①
記
載
の
ア

〜
ク
の
い
ず
れ
か
の
書
類
」

③
「
平
成
二
十
八
年
一
月
よ
り

交
付
さ
れ
る
個
人
番
号
カ
ー

ド
」

※
平
成
二
十
八
年
一
月
か
ら
本

人
申
請
に
基
づ
き
個
人
番
号

カ
ー
ド
（
顔
写
真
付
）
の
交
付

が
始
ま
り
ま
す
。
個
人
番
号

カ
ー
ド
の
場
合
、
①
記
載
の
ア

〜
ク
の
書
類
は
不
要
で
す
。

■長建国保各種補助制度について■
①鍼灸マッサージ施術費用の補助
・補助対象者：長建国保被保険者である組合員。
・補 助 金 額：1施術につき1，500円

（補助の交付は1ヶ月に3回、年間12回迄）
・申 請 方 法：組合支部にて配布する「鍼灸マッサージ施

術費補助申請書」に鍼灸施術師の証明を受
け、所属支部に提出して下さい。
（施術日より2ヶ月以内の申請書のみ有効
とします。）

②インフルエンザ予防接種費用の補助
・補助対象者：長建国保被保険者である組合員とその家族。
・補 助 金 額：1回の予防接種費用の自己負担額が1，500

円を超えた額。
（例）4，000円（接種費用）－1，500円

＝2，500円（補助額）
・申 請 方 法：組合支部にて配布する「インフルエンザ予

防接種費補助申請書」に領収書を添えて、
所属支部に提出して下さい。
（申請期間は予防接種を受けた月より6ヶ
月以内とします。）

③指定温泉利用料金の割引及び補助制度

有効期限　平
成

有効期限　平
成2525年3月3131日 限日 限

※被保険者証番
号と氏名は必ず

ご記入下さい。

※被保険者証番
号と氏名は必ず

ご記入下さい。

有効期限　平
成25年3月31日 限

※被保険者証番
号と氏名は必ず

ご記入下さい。

長建国保では、組合員及び家族の健
康の保持増進を図るため「指定温泉
利用料金の割引及び補助制度」を実
施しています。
ぜひご利用ください。

■利用料金の割引
指定温泉と契約し、規定料金より
安い料金で利用できます。
■利用料金の補助
（小人料金には、割引はありません。）

補助券により、割引料金より更に
安い料金で利用できます。
規定料金－メンバーズカード割引

＝割引後の料金
割引後の料金－補助券（300円）

＝利用者負担金
・長建国保加入組合員（年間15枚）
組合のみ加入（年間6枚）

※詳細については各支部事務所へお問い合せ下さい。

長崎県建設事業国民健康保険組合指定温泉一覧表
2015年4月1日

設 備

和風天然温泉、岩盤浴、バリ風天然温泉

大浴場、ジャグジー、打たせ湯、サウナ、
寝湯、休憩室

大浴場、露天風呂、サウナ、岩盤浴

癒湯（露天風呂）、内湯、釜風呂、壷風
呂、檜風呂、露天足湯、樽風呂、炭のう
たせ湯、寝湯

大浴場、露天風呂

大浴場、ジェットバス、打たせ湯、ジャ
グジーシャワー、ミストサウナ

寝湯、ジェットバス、サウナ、水風呂、
露天風呂、タル湯

露天風呂、薬湯風呂、サウナ

サウナ、冷水風呂、壷湯、ジェットバス、
寝湯、塩サウナ、家族風呂、シェイプアッ
プバス

内風呂、露天風呂、食事処、仮眠室、マッ
サージ室

露天風呂、大浴場、休憩場、レストラン、
宴会場

大浴場、露天風呂、ジェット泡風呂、休
憩場、レストラン

うずしお温泉美人の湯、露天風呂、貸切
家族風呂

大浴場、打たせ湯、寝湯、露天風呂、サ
ウナ、休憩室、食事処

大浴場、露天風呂、サウナ、休憩室、食
事処

露天風呂、展望風呂、タル風呂、水風呂、
サウナ、薬草風呂、海草風呂、ジャグジー
風呂

展望露天風呂、電気風呂、ジャグジーエ
ステ風呂、座り湯、サウナ、岩盤浴（別
料金）、家族風呂（別料金）

（※1）毎月26日「風呂の日」は規定料金が半額となり、補助券の使用は出来ません。
（※2）「雲仙スパハウス」、「万松楼」について、温泉事業は現在休止中、再開未定となっております。

所在地
電話番号

長崎市曙町39‐38
095‐862‐5555

長崎市野母町692‐1
095‐893‐1133

長崎市岩見町451‐23
095‐833‐1126

長崎市伊王島町
1丁目3277‐7
095‐898‐2202

西彼杵郡長与町
岡郷2762‐1
095‐887‐4126

西彼杵郡長与町
高田郷284

095‐856‐2631

西彼杵郡長与町
高田郷2289‐2
095‐856‐2617

諫早市本野7‐1
0957‐25‐8822

大村市森園町663‐3
0957‐50‐1126

大村市田下町17‐3
0957‐47‐8245

雲仙市小浜町
雲仙500‐1
0957‐73‐3273

雲仙市小浜町
南本町10

0957‐74‐3141

佐世保市
崎岡町853‐12
0956‐39‐4800

佐世保市
南風崎町449
0956‐59‐3939

東彼杵郡波佐見町
長野郷558‐3
0956‐76‐9008

平戸市川内町55
0950‐23‐2111

平戸市田平町
野田免210‐6
0950‐57‐1110

利用者負担
（自己負担）

480円

350円

100円

200円

500円

400円

350円

360円

1，250円

780円

0円

250円

300円

150円

300円

350円

400円

350円

250円

300円

200円

300円

300円

200円

360円

330円

120円

240円

24円

270円

108円

500円

400円

250円

260円

400円

300円

300円

200円

300円

300円

400円

300円

補助券の額
（温泉券利用）

▲300

－

▲300

－

▲300

－

▲300

－

▲300

－

－

▲300

－

－

▲300

－

▲300

－

▲300

－

－

▲300

－

－

▲300

－

▲300

▲300

▲300

－

－

▲300

－

－

▲300

－

▲300

－

－

▲300

－

▲300

－

割引後の料金
（メンバーズカード）

780円

350円

－

－

－

－

650円

－

－

－

－

－

－

－

600円

－

－

－

550円

－

－

600円

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

560円

－

－

－

－

600円

300円

700円

－

規定料金

850円

400円

400円

200円

800円

400円

750円

360円

1，550円

780円

0円

550円

300円

150円

750円

350円

700円

350円

650円

300円

200円

700円

300円

200円

660円

330円

420円

540円

324円

270円

108円

800円

400円

250円

700円

400円

600円

300円

200円

800円

400円

900円

300円

利用区分
大人

（中学生以上）
小人

（3歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（4歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（3歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（小学生）
大人

（中学生以上）
小人

（5歳以上）
幼児

（5歳未満）
大人

（中学生以上）
小人

（小学生）
幼児

（6歳以下）
大人

（中学生以上）
小人

（3歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（4歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（小学生）
幼児

（3歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（小学生）
幼児

（4歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（4歳以上）
［外湯］大人
（中学生以上）
大人（高校生以上）
［7：30～16：30］
大人（高校生以上）
［16：30～22：00］
小人（2歳以上）
［7：30～16：30］
小人（2歳以上）
［16：30～22：00］

大人
（中学生以上）

小人
（小学生）
幼児

（3歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（小学生）
大人

（中学生以上）
小人

（小学生）
幼児

（3歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（小学生）
大人

（中学生以上）
小人

（小学生）

指定温泉名称

稲佐山温泉
アマンディ

海の健康村
陽の岬温泉

ふくの湯

やすらぎ伊王島

長崎温泉
喜道庵

道の尾温泉

ゆりの温泉

天然いさはや温泉
和スパ

サンスパ
おおむら
ゆの華

龍神温泉
かやぜの湯

青雲荘

望洋荘

ザ・パラダイス
ガーデン サセボ
（※1）

ホテルローレライ
ばってんの湯
（※1）

はさみ温泉
湯治楼

千里ヶ浜温泉
ホテル蘭風

平戸たびら温泉
サムソンホテル

長
崎
・
西
彼
地
区

県

央

地

区

県

北

地

区

明けましておめでとうございます
今年も旧倍のお引立て
宜しくお願い致します

1月23日㈯
初市（お楽しみ抽選会）

長建木材供給㈱
取締役社長 高島 正弘

西彼杵郡時津町左底郷1の4
TEL 095-882-0304 FAX 095-882-6594

通知カード（イメージ）

個人番号カード（イメージ）
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長
崎
市
城
山
町
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建
設
長
崎　

教
宣
部

「
新
春
お
年
玉
パ
ズ
ル
」
係

8 5 2 8 0 2 1〈新春クイズ 7つの間違い〉

〈さる年クロスワード〉

（答）

（答）

あなたの支部名
氏　名
住　所
年　齢
職　業

当店のブログで商品紹介をご覧下さい。
http://seikatusupport.blog104.fc2.com/

※倉庫の片付け処分、買い取り
　好評を得ております!!

★普通のリサイクル店とは違う!!

生活サポート館
佐世保市原分町121-1  【営業】AM9:30～ PM6:00  【定休日】日曜日（電話対応OKです）

☆工具で質貸しします!!
遠方の方は特に、まず、お電話下さい!!

49-3321
080-5289-4212

TEL・FAX（0956）
携 帯

売って下さい !! 下取りよりも高く買います

2ｔ低床ダンプ、2ｔ低床ユニック、軽トラ
動力、自動カンナ他　ピケ足場、鉄型枠、
廃業の方もご連絡下さい。

※売らなくても質預かりでもOKです。

問
題
が
解
け
た
ら
左
記
の
要
領
で

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
中

か
ら
抽
選
で
五
十
名
の
方
に
素
敵
な

記
念
品
を
お
送
り
し
ま
す
。

※
応
募
締
切

一
月
八
日
㈮
必
着

ヨコのカギ
1 砂漠の乗り物
4 日本髪の……を付けて初もうで
7 猿も入浴する長野県地獄谷……
8 1月7日に食べる……がゆ
10 苦あれば……あり
11 猿・豚・河童が登場します
14 ときには木から落ちます
15 持ち歩き可能な……型パソコン
16 区域。サービス……
18 2月が1日多い今年は……年
20 ベンジンやガソリンは……油
22 はしかともいいます
24 敷布団の上に敷きます
25 ロシア語でスパシーバ
27 へのへのもへの顔文字が定番
29 真綿で作った花嫁のかぶり物
31 レディーのことです
33 一……の虫にも五分のたましい
34 空気・水素・酸素・ガスなど
35 煮炊きで勢いの弱い火
36 男の42歳、女の33歳は……年

タテのカギ
1 順位。……イン。
2 少ない人でも7つはある
3 舞踏家。バレー……
4 女性のかん高い……声の悲鳴
5 猿の……渡り。……引き
6 高い低いの差
7 「森の人」と呼ばれる猿は？
9 木下藤吉郎（秀吉）のあだ名
12 犬歯。……歯
13 ドライの反対語は？
15 コレのある鷹は爪を隠す
17 海に潜ってアワビなどを取る女性
19 優勝して興奮の……と化した
21 お年玉つきの年賀……
23 丸いお供え。……い切り餅
24 先生が走る月
25 ……は……の風が吹く
26 ……の正面だーれ？
28 一泊二……。衣……住
30 釣り人が見つめます
32 子どもは……折り数えてお正月

☆
建
設
長
崎
教
宣
部
よ
り
☆

建
設
長
崎
教
宣
部
で
は
、
組
合
員
・
家
族
の
声
を
で
き
る
だ
け
紙
面
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
仕
事
・
生
活
の
こ
と
や
、
身
近
な
楽
し
い
た
よ
り
な
ど
投
稿
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
教
宣
部
（
新
聞
）
に
つ
い
て
何
か
ご
意
見
ご
希
望
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ハ
ガ
キ
に
て
お
願
い
し
ま
す
。

新
春
お
年
玉
ク
イ
ズ
―
家
族
み
ん
な
で
挑
戦
―
応
募
し
て
み
よ
う
‼

開始時間 会 場

19時00分 地区労会館2階

19時00分 大浦区民センター

19時00分 割烹みやこ別館

18時30分 割烹川徳

19時00分 組合本部

19時00分 組合本部

19時00分 時津北部コミュ
ニティセンター

19時00分 諫早市勤労者福
祉会館

日にち

1月13日㈬

1月12日㈫

1月15日㈮

1月14日㈭

1月19日㈫

1月14日㈭

1月18日㈪

1月15日㈮

支部名

中 央 支 部

大 浦 支 部

市 南 支 部

東長崎支部

浦上西支部

浦上東支部

西 彼 支 部

諫 早 支 部

開始時間 会 場

19時00分 支部事務所

18時00分 彦八
※初老・還暦祝い

19時00分 県北総合会館

19時00分 支部事務所

19時00分 中里・皆瀬地区
公民センター

19時00分 支部事務所

19時00分 支部事務所

日にち

1月13日㈬

1月19日㈫

1月15日㈮

1月13日㈬

1月14日㈭

1月19日㈫

1月12日㈫

支部名

大 村 支 部

島 原 支 部

佐 中 支 部

佐 東 支 部

佐 北 支 部

北 松 支 部

平 戸 支 部

二
〇
一
六
年
建
設
長
崎
各
支
部

新
春
旗
開
き
開
催
の
ご
案
内

〜
多
く
の
参
加
を
！
〜

支
部
の
旗
開
き
は
新
年
の
活
動
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

新
年
を
祝
い
、
成
人
・
初
老
・
還
暦
・
古
希
祝
を
迎
え
る

人
達
を
お
祝
い
し
、
更
な
る
組
織
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

広 告 コ ー ナ ー

〈
問
題
〉
上
の
絵
と
下
の
絵
を
比
べ
る
と
七
カ
所
の
ま
ち
が
い
が
あ
り
ま
す
。
ど
こ
で
し
ょ
う
。（
印
刷
の
汚

れ
や
か
す
れ
、
濃
淡
は
ま
ち
が
い
に
入
り
ま
せ
ん
）
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